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責
任
の
重
大
さ
を
自
覚
し

み鶴
雛

罎

明
る
い
“
江
南
町
”
実
現
を

村長柴田忠雄

　
皆
さ
ま
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
静
か
な

元
旦
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存

じ
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
ろ
う
、
私
、
村
長
選
挙
に
の
ぞ
み

多
く
の
方
々
か
ら
温
い
ご
支
援
と
尊
い

ご
支
持
を
賜
り
、
村
長
の
職
に
就
か
せ

て
い
た
だ
き
、
光
栄
で
あ
り
、
改
め
て

そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
肌
に
感
じ
、
心

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
村
政
伸
展
に
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
ま
す
絶
大
な
る
ご
協
力
の
お

蔭
で
、
今
日
の
江
南
村
の
一
大
飛
躍
が

達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
を
見
る
に
、

誠
に
有
難
く
存
じ
上
げ
ま
す
。

　
地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
て
久
し
い
昨

今
で
す
が
、
国
を
始
め
と
し
て
市
町
村

ま
で
行
財
政
改
革
の
真
ロ
ハ
中
に
あ
り
、

地
域
の
隅
々
ま
で
行
き
届
い
た
施
策
の

実
現
が
難
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

幸
い
、
本
村
の
農
業
基
盤
に
つ
い
て
は
、

他
に
先
が
け
て
整
備
を
完
了
し
て
お
り
、

都
市
区
画
整
理
の
面
に
お
い
て
も
、
民

間
活
力
の
ご
援
助
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

村
の
中
心
部
か
ら
着
々
ま
ち
並
み
形
成

が
施
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
喜
び
に
た
え
な

い
所
で
あ
り
ま
す
。

　
緑
と
清
澄
な
空
気
と
水
に
恵
ま
れ
た

住
環
境
の
下
に
ま
ち
並
み
が
整
う
よ
う

関
係
者
各
位
の
不
断
の
努
力
が
大
切
で

あ
り
、
ま
た
、
ご
こ
に
移
り
住
む
人
々

の
気
く
ば
り
と
民
間
資
本
導
入
手
助
け

と
の
物
心
両
面
の
相
乗
効
果
が
図
ら
れ
、

立
派
な
市
街
化
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
、
御
正
村
と
小
原
村
が
昭
和

三
十
年
に
合
併
し
て
満
三
十
年
を
迎
え

る
年
に
当
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
、
住
民
の
皆
様
待
望
の
町
政
施
行

が
十
一
月
一
日
に
は
実
現
さ
れ
る
運
び

で
あ
り
ま
す
。
昨
年
六
月
に
着
工
し
た

江
南
中
学
校
の
改
築
も
、
そ
の
頃
ま
で

に
は
完
成
の
予
定
で
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
今
日
ま
で
先
輩
各
位
が
築

い
て
こ
ら
れ
た
努
力
が
立
派
に
結
実
で

き
ま
す
よ
う
村
民
の
皆
様
の
お
智
恵
を

お
借
り
し
な
が
ら
、
最
善
を
尽
す
覚
悟

心
あ
ら
た
に
、
住
み
よ
い
郷
土

住
民
福
祉
向
上
に
努
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
議
会
も
、

議長馬場茂雄

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち

た
す
が
す
が
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
）
し

　
　
　
　
　
　
　
議
員
各
位
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
議
会
活
動
も
円
満
の

う
ち
に
行
わ
れ
、
村
民
皆
様
方
の
ご
期

待
に
答
え
る
べ
く
議
員
一
同
日
夜
の
努

力
を
重
ね
て
ま
い
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
暖
か
い

ご
理
解
、
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
江
南
村
も
合
併
以
来
す
で
に
三
十
年
、

村
民
各
位
の
絶
大
な
る
ご
協
力
と
、
先

輩
諸
氏
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、

幾
多
の
苦
難
を
克
服
し
、
築
き
上
げ
ら

で
あ
り
ま
す
。

　
何
卒
、
明
日
の
豊
か
な
住
み
よ
い
江

南
町
実
現
の
た
め
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
終
り
に
、
村
民
各
位
の
益
々
の
御
健

勝
と
御
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

＝
≡
＝
≡
＝
≡
＝
一
＝
一
≡
一
＝
一
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
一
一
一
…
＝
一
＝
一
＝
≡
…
＝
一
＝
一
＝
≡
＝
一
『

れ
た
こ
の
郷
土
は
、
合
併
当
時
を
思
い

返
せ
ば
隔
世
の
感
が
あ
り
、
私
た
ち
の

誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
又
、
な

お
一
層
の
伸
展
に
大
き
な
望
み
の
あ
る

村
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
十
一
月
一
日
に
は
、
待
望
の

町
制
施
行
に
よ
っ
て
、
江
南
町
と
し
て

新
た
な
出
発
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
校
舎
の
完
成
、
区
画
整
理
事
業

の
伸
展
と
、
今
年
も
大
き
く
前
進
い
た

す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
地
方
自
治
体
を
と
り
ま
く

諸
情
勢
は
、
行
政
改
革
等
決
し
て
や
さ

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
時
、
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
は

増
々
重
大
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
村

民
の
代
表
と
し
て
、
皆
様
の
議
会
と
し

て
議
員
一
同
心
を
新
た
に
し
て
、
我
が

郷
土
の
発
展
と
住
民
福
祉
向
上
の
た
め

努
力
を
い
た
す
考
え
で
あ
り
ま
す
。
皆

様
方
の
暖
か
い
ご
指
導
ご
鞭
健
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
健
康
と
、
ご
一
家
の
ご

繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
し
て
、
新
春
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

○
ん

、
今
年
は

丑
へ
　
年

も
盆
ホ
．

　
あ
け
ま
し
て
沿
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　
今
年
は
丑
年
、
あ
な
た
は
牛
ど
い
う

と
ど
ん
な
連
想
を
し
ま
す
か
。
の
ん
び

り
、
の
っ
そ
り
、
そ
れ
と
も
厚
い
ビ
フ

テ
キ
、
牛
肉
の
貿
易
自
由
化
問
題
、
と
、

思
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
。

　
近
ご
ろ
、
若
い
人
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と

し
て
、
、
な
ぜ
か
白
老
黒
の
牛
が
流
行
し

て
い
ま
す
。
牛
が
役
牛
と
し
て
田
畑
を

耕
し
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
の
な
い
若

者
た
ち
に
は
、
牧
場
で
の
ん
び
り
と
暮

ら
し
て
い
る
乳
牛
は
、
童
話
の
世
界
に

出
て
く
る
よ
う
な
ペ
ッ
ト
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み

ま
す
と
、
牛
は
、
ペ
ッ
ト
ど
こ
ろ
か
“
新

技
術
”
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
牛
に
引
か
せ
た
す
き
に
よ
る
耕
作
は
、

紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
ご
ろ
、
メ
ソ
ポ
タ
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新村長に

柴田忠雄氏が当選蒙
錘

．

村長選挙・投票率は68．49％

○投票区別投票率

　
　
（
　
へ
、

　
故
・
茂
木
秋
広
前
村
長
の
逝
去
に
伴

う
村
長
邊
挙
は
、
十
二
月
二
日
に
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
柴
田
忠
雄
氏

の
当
選
が
決
ま
り
、
三
日
に
選
挙
管
理

投票区 当日有権者数 投票者数 投票率
1 1，208人 918人 75．99％
2 1，470 1，194 81．22

3 1，203 829 68．91

4 1，570 1，046 66．62

5 1，500 774 51．60

合　計 6，951 4，761 68．49

○開票結果（選管確定）

柴田忠雄　　　4，509票
遠藤安亘　　　　　128票

　無　　効　　　　　124票

委
員
会
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
附
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
総
数
は
四
千
七
百
六
十
一
票
、

投
票
率
は
男
六
六
・
六
八
％
、
女
七
〇

・
二
八
％
、
村
全
体
で
六
八
・
四
九
％

で
し
た
。
選
挙
に
関
す
る
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

火
災
シ
ー
ズ
ン
に
備
え

消
防
団
点
検
行
わ
れ
る

　
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
さ
る
十
二

月
一
日
、
熊
谷
市
荒
川
運
動
公
園
で
、

消
防
協
会
熊
谷
支
部
の
特
別
点
検
が
盛

ヘ
　
ヘ

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
二
月

九
日
に
は
村
の
点
検
が
行
わ
れ
、
服
装

点
検
や
三
分
団
同
時
の
ポ
ン
プ
操
法
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鞭一

▲一斉放水のもよう

▲選管委員長より当選証書が付与される

江
南
消
防
団
長
の
改
選

　
江
南
消
防
団
長
・
長
倉
敬
三
氏
が
、

さ
る
十
二
月
十
五
日
を
持
っ
て
、
消
防

団
長
を
退
か
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
昭
和
二
十
二
年
十
月
団
員
拝

命
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
消
防
団
長
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
長

新団長

橋本利夫

な
り
、
こ
の
間
江
南
村
の
消
防
活
動
に

多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
内
の
防
火
水
槽
、
消
火
栓
の
設
置

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常
に
先
進
的
な

意
見
を
持
ち
、
普
及
に
全
力
を
つ
く
し

ま
し
た
。
消
防
自
動
車
み
購
入
、
団
服

の
新
調
に
つ
き
ま
し
て
も
多
大
な
努
力

を
し
、
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
十
有
余
年
の
消
防
団
員
と
し
て
、

お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
労
苦
に
感

謝
し
、
広
報
を
逸
じ
て
住
民
の
皆
様
に

ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
な
お
、
新
消
防
団
長
に
は
橋
本
利
夫

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

、
、
、
ア
（
現
在
の
イ
ラ
ク
を
中
心
と
↓
た

地
域
）
や
エ
ジ
プ
ト
で
”
発
明
”
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
新
技
術
は
、
く
わ
に
よ
る
耕
作

に
比
べ
、
は
る
か
に
広
い
田
畑
を
深
く

堀
り
返
す
こ
と
が
で
き
、
農
業
の
生
産

力
に
革
命
的
な
進
歩
を
も
，
だ
ら
し
た
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
後
、
農
業
の
ほ
か
交
通
、
運
搬

な
ど
に
も
牛
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
人
間
が
自
分

の
肉
体
以
外
の
力
を
動
力
に
利
用
し
た

最
初
の
試
み
の
一
つ
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
十
七
～
十
八
世
紀
に
な

っ
て
蒸
気
機
関
が
発
明
・
実
用
化
さ
れ

る
ま
で
、
牛
を
し
の
ぐ
技
術
上
の
進
歩

は
見
ら
れ
な
い
と
い
い
ま
す
か
ら
、
い

か
に
長
い
間
、
牛
が
新
技
術
と
し
て
”
君

臨
”
し
て
き
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
最
近
で
は
、
め
っ
た
に

牛
の
働
く
姿
が
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
か
つ
て
の
新
技
術
も
、
い
ま
や
す

っ
か
り
耕
運
機
な
ど
に
、
そ
の
座
を
う

ば
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
丑
年
、
モ
か
烈
に
生

き
る
も
よ
し
、
の
ん
び
り
と
人
生
を
反

す
う紹
し
な
が
ら
生
き
る
も
よ
し
、
と
も
か

く
も
角
つ
き
合
わ
さ
ず
に
仲
よ
く
い
き
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村

の
家
計
簿

歳
入
二
〇
億
四
、

歳
出
一
八
億
七
、

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
一
般
会
計
、
な

ら
び
に
各
特
別
会
計
決
算
は
、
さ
る
九

月
二
十
六
日
か
ら
開
か
れ
た
村
議
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
公
表

し
ま
す
。

般
会
計

　
歳
入
総
額
は
二
十
億
四
千
百
五
十
九

万
九
千
九
百
四
十
六
円
、
歳
出
総
額
は

十
八
億
七
千
七
百
七
十
二
万
三
千
二
百

八
十
八
円
と
な
り
、
差
引
き
一
億
六
千

三
百
八
十
七
万
六
千
六
百
五
十
八
円
の

残
額
が
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

は
一
五
九
万
円

七
七
二
万
円

般

商工費0。3％

災輔1謝

　　　0．2％

　
　
　
雑

　
　
　
俄

羅
驚
、

羅

　り』　　　　他
　　　　　の　　　そ　　　一

財
　国・県支出金

　277，851，920歳
源13，6％りn』、

麟讐灘

財

農林水産業費

420，732，073

　　　22．4％

行われた村道2号線（小江川、須賀広間）

　　　　　　　　　　分担金及び負担金
　　　　　　　　　　罐綴鋼

　　　　　　　　　　繰入金・寄付金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8

　
　
　
　
　
　
　
　
出
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

難
ゆ
羅
ω
■
O
獣
　
　
　
　
　
　
　
」

㎝
毅
ド
8
c
。
　
－
　
　
歳
7
7

　
　
　
弘
．
＼
．
　
　
　
謁

罐驚3．

　
　
－

　
　
　
　
薦
．
鰯

　
　
　
　
　
　
　
民
悩

　　土　木　費

328，023，661

　　　　　17．5％

　衛生費

165，506，365

　　8．8％

地方交付税

　515，345，000

　　　25．2％

　　総務費

257，402，664

　　　13．7％

　　　　教育費

214，573，772

　　　11．4％

㈱顧
働
甑
生

・
源

税
金
　
金

　
付
　
付

与
交
　
交

　
税
策
別

譲
得
対
特

　
取
全

方
車
安

　
動
通

地
自
交｛

性質別
歳出内訳

　　　その他

265，118，441円

　　　14．1％

物件費11．9％
223，258，385円

　　補助費等

361，753，700円

　　　19．3％

　人件費
466，008，083円

　24．8％

建設事業費

561，584，689円

　29．9％

）

）

）

し



広報こうなん（5）昭和60年1月1日

（

水
道
事
業

特
別
会
計

58年度事業として道路改良の

へ
　
、

安
定
と
独
立
採
算
に
よ
る
公
営
企
業
の

健
全
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
現
施
設

の
有
効
利
用
と
、
施
設
の
維
持
管
理
に

重
点
を
お
き
、
漏
水
の
早
期
発
見
に
努

め
ま
し
た
。

　
な
お
、
決
算
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
で
す
。

給
水
戸
数

給
数
人
口

普
及
率

一
日
最
大
配
水
量

一
日
平
均
配
水
量

二
、
四
一
四
戸

九
、
九
一
〇
人

　
九
六
・
八
％

六
、
九
四
七
㎡

三
、
九
六
一
3
m

○
収
入
資
本
的
収
入
…
…

　
　
　
三
九
、
三
八
三
、
七
〇
〇
円

○
支
出

　
資
本
的
支
出
…
…

　
　
　
六
七
、
〇
二
四
、
一
七
九
円

○
差
引
不
足
額
…
・

　
　
　
二
七
、
六
四
〇
、
四
七
九
円

老
人
保
健

　
　
特
別
会
計

黛
　
（

　
／
　
昭
和
五
十
八
年
度
末
現
在
の
受
給
者

数
は
、
六
百
三
十
九
人
で
す
。
前
年
度

比
は
一
・
〇
四
倍
で
す
。

　
歳
入
合
計
は
、
一
一
億
一
千
五
百
三
十

支払　＼
基金

＼父付金

　　医
　療
諸
費　　．

149，379千円

　　69．4％

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
主
な
建
設
改
良

工
事
は
、
区
画
整
理
区
域
内
の
配
水
管

布
設
工
事
と
、
塩
地
内
の
道
路
改
良
に

伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事
、
消
防
設
備

の
拡
充
を
図
る
た
め
に
消
火
栓
五
基
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
水
需
要
は
、
こ
こ
数
年
小
口
径
の
一

般
家
庭
に
お
い
て
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
大
口
径
の
工
場
等
は
、
社
会
情
勢

や
経
済
情
勢
に
左
右
さ
れ
ま
す
の
で
不

安
な
面
が
あ
り
、
使
用
量
は
横
ば
い
状

態
で
す
。
こ
の
た
め
水
道
事
業
の
長
期

歳
　
入

歳
　
出

202，473千円

　　99，2％

金
円
出
千
％

支
9

2
0

嚇
鐙稼も多

　
　
繰
入
賠
L
」

六
万
一
千
百
七
十
三
円
、
歳
出
合
計
は

二
億
四
百
一
万
一
千
四
百
六
十
六
円
で

し
た
。
内
訳
に
つ
い
て
は
図
の
と
お
り

で
す
。

ー
1
　
　
　
％

刑
％
　
　
　
㏄
　
　
　
七
十
歳
以
上
の
お

蹴
印
　
　
円
　
　
年
寄
り
が
、
医
者
に

軌
　
　
金
汗

1
　
　
越
⑳
膨
か
か
っ
た
件
数
は
七

　
　
円
繰
μ
α

　
　
千
％
　
　
　
千
二
百
二
十
九
件
で
、

　
　
饗
顎
籍
者
天
当
り
約

　
　
砿
　
　
　
者
O

　
　
l
　
　
　
　
雪
ロ
4

　
　
　
　
　
　
　
十
一
件
、
受
診
率
は

　
　
　
　
　
　
　
九
五
％
で
す
。

」
」

　
　
　
　
　
　
　
　
年
間
受
給
者
一
人

　
　
　
　
　
％
当
り
の
医
療
費
は
、

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
住
約
三
十
一
万
五
千
六

　
　
　
％
　
円

　
　
議
欝
蠕
錆
啓
ガ

　
　
諸
千
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
㎜
　
　
百
四
十
二
円
で
す
。

　
　
　
1

収
益
的
収
入
及
び
支
出

○
収
入

　
水
道
事
業
収
益
…
：

　
　
　
一
九
一
、
七
九
六
、

○
支
出

　
水
道
事
業
費
…
…

　
　
　
一
六
二
、
四
五
七
、

○
差
引
当
年
度
純
利
益
…
・

　
　
　
　
二
九
、
三
三
八
、

資
本
的
収
入
及
び
支
出

；
二
五
円

九
一
四
円

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
◎
　
．
冒

　
　
　
　
　
馨

　
　
　
　
　
　
、

　
歳
入
総
額
二
億
八
千
六
百
六
十
五
万

七
千
八
百
五
円
、
歳
出
総
額
二
億
五
千

百
五
万
六
千
九
百
四
十
九
円
。
歳
入
歳

出
差
引
三
千
五
百
六
十
万
八
百
五
十
六

円
の
剰
余
金
を
残
し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。

内
訳
は
図
の
と
お
り
で
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、
保
険
税
は

一
世
帯
当
り
九
万
三
千
八
百
六
十
八
円
、

一
人
当
り
三
万
二
千
七
百
六
十
二
円
納

歳
　
入

珀他のそ

め
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、

被
保
険
者
の
受
け
る
診
療
費
に
つ
い
て

は
、
一
人
当
り
五
万
三
千
四
百
二
十
三

円
の
支
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
二
一
円

『繰越78

保
険
税

38．4

国
県
支
出
金

51．9％

その他0．9歳

出

総務8．6

健
金
燃
出
舗

老
拠
1

保
険
給
付
費

71．5％



　　　　　　　　　　　　いちぱ
　　　　　　　朔b聴串場・臨蝋・翻蠣難穣、’…●

i事業所得等のある方へi．鵬日（日）　　i、
11月旧から帳簿・書類の保存を1武尊オリンピァスキ場　 …妻難鞍鰹・．轟誕璽舞
i　地方税法の一部が改正され、事i■会　費　　　　　　　　　　　i　　’灘整裟濾灘鷺、き

i業所得・不動産所得又は山林所得　i　おとな3，500円、子ども（中学　i　　　綾　’　　蝪《36》韮52塗

1のある業務を行う個人で・その年i生以下）2・500円　　　i　、覆育轡36購鰯8－
：の前々年又は前年に村県民税の所：■申込み　　　　　　　　　　　：
1　　　　　　　　　8　　　　　　　　　1　　灘蕪場鱗勤護罷甕⑧：得割が課税された方は、本年1月　：　1月12日（土）までに会費を添えて　：
i1日から、それらの事業に関係す　i教育委員会へ。　　　　　　　　　i　　　遜羨籔灘タ｝欝6156α薩

iる帳簿、書類等を整理して保存しi■集合　　　　　 i　’溝掃縫顎ター麟15騒4蒲
iなければならないこととされまし　i　役場駐車場（午前5時出発）　　i
iた。　　　　　　　　　　　　　i■その他　　　　　　　　　　　一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一……一一一一一r

i■保存する書類等　　　　　　　　i　定員（80名）になり次第しめ切　l
i　その年の業務関係帳簿、棚卸表、iります。　　　　　　　　　　　i

i轍囎欝撫領収書i県政モニター募集i
　　卜■保存期間
）　：　5年間
　　i行政・心配ごと相談
）〆：
　　iとでお悩みの方は、毎月第4火曜
　　i日にご相談に応じています。

　　：□と　き

i　県では、昭和60年度県政モニタ　i
i一を次のとおり募集します。　　　i
i■モニターの仕事　　　　　　　　’

東京電力㈱熊谷営業所　　　　1
奮22－4505　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

臨時教育審議会　　　　i

　　　　からお願い　i
臨時教育審議会では、9月5日　i

　　　　　　　　　　：の第1回総会以来、我が国の教育：
県政について、日ごろ気付いた　：のあり方について審議を進めていi

日常生活での困りごとや心配ご　：ことを意見や提案として報告した　：ますが、審議に当たって広く国民：

　　　　　　　　　　iり、アンケート調査に答えること
　　　　　　　　　　iなど。
どうぞお気軽にお出かけください。i■募集人員

　　　　　　　　　　：　200人
1月22日、午前9時30分～正午　：■応募資格

i■ところ
i　江南村母子健康センター

i　成人式にご出席を

iの皆様の御意見、御要望を十分おi
i聞きしたいと考えております。　　i
i　個人、団体を問わず、国民の皆i
：様からの教育改革等に関する御意：
：見等をお寄せくださるようお願い1

：　県内に居住する満20歳以上の方　iします。　　　　　　　　　　　　：
iならどなたでも。ただし次の方を
i除く。　一
：（1）地方公務員

　20歳を迎えられた皆さんを祝う　i（2）過去に県政モニターをやったこ　i
　「成人式」を行います。一生の思　i　とのある方　　　　　　　　　　：
：い出となるよう、ご出席ください。i■応募方法　　　　　　　　　　　i
：■と　き

i　1月15日、午前9時30分
i■ところ
i　村民体育館

i　スキー講習会

i　お寄せいただいた御意見等は、　i
i今後の審議において活用させてい　i

：ただきます。　　　　　　　　　　：

　御意見等は書面により、お送り　：

：　官製はがきに次のことを書いて　：

iお申し込みください。　　　　　i
i　O住所、氏名、年齢、性別、職業、i
i県内居住年数、電話番号、応募理　i

：由　　　　　　　　　　：
：■申込み先・間合せ　　　　　　1

　　　ウインタースポーツとして人気　i
　　：のあるスキーを、村民の皆さんに　i
　　：楽しんでいただくため、今年も江：
　　i南村体育協会主催のスキー講習会　i
）一iを次のとおり開催します。　　　i
　　i　この機会にスキーの正しい基礎　i
　　i技術を学び、青い空と白い山のも　i
）一

　　1ませんか。ふるってご参加くださ　：

　　iい。
　　i塵とき　　　　　　　’

：とに大きなシュプールを描いてみ

埼玉県県民部県民総務課　　　　：■と
（〒336浦和市高砂3－15－1）　i
盈0488－24－2111内線2032　　：

たこあげは　　　　　　　i■ところ

　電線のないところで　i■入場料
電線にたこがひっかかった場合、i

：電柱に登ったり、棒でとろうとすl　B席1，500円
　ると非常に危険です。必ずもより　：■問合せ
iの電力会社へ連絡してください。　i

：■間合せ　　　　　　　i

ください。　　　　　　　　：
　（あて先）　　　　　　i
〒100東京都千代田区永田町　　：

　　　　　　1－6－1　：
　　　臨時教育審議会事務局i

中村紘子　　　　 i
　ピアノ・リサイタル　　i
　　き　　　　　　　　　：
昭和60年3月23日ω午後6時開　i

演　　　　　　　　　 ：

埼玉県熊谷会館　　　　　　　　：

S席2，500円／A席2，000円／i

熊谷会館費23－2535　　　　　：

相　りき事そ　のり得　てをi金万　算れ下る年た　分は
談詳、，まに業のな税まの短計超セ額円長し’の場の土分離’土
室しすはの敷お金せよ期算えンがの期まそ場合一地離し譲地
へくo’た地’がんう譲さまト四特譲すれ合の月や課て渡や
　　　三めを自かしな渡れすの千別渡oぞの長一建税課所建は
最
寄
り
の
税
務
署
・
税
務

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

千に譲分か’百所まと税万控所
万土渡、がり四万得す　’金円除得

に
は
、
長
期
譲
渡
所

円
の
特
別
控
除
は
あ

○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

ま
す
。

住
ん
で
い
る
家
屋
と

し
た
り
、
収
用
対
象

地
等
を
譲
渡
し
た
と

円
の
特
別
控
除
が
あ

は
、
通
常
の
場
合
百

を
差
し
引
い
た
後
の

以
下
の
場
合
二
〇
パ

が
か
か
り
四
千
万
円

他
の
所
得
と
総
合
し

O

物
を
売
っ
た
と
き
の
利
益

得
と
い
い
、
他
の
所
得
と

税
さ
れ
ま
す
。

の
譲
渡
所
得
は
、
譲
渡
し

物
の
所
有
期
間
が
、
そ
の

日
に
お
い
て
十
年
を
超
え

期
譲
渡
所
得
と
、
十
年
以

短
期
譲
渡
所
得
に
分
け
ら

れ
次
の
方
法
で
税
額
を
計

土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
税
金
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水
道
管
は

や
さ
し
く
扱
っ
て

　
毎
年
冬
に
な
る
と
、
水
道
が
凍
っ
た

り
、
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
水
道
管
に
は
布
等
を
巻
い
て
保
温

し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
凍
っ
て
も
急
に
熱
湯
を
か
け
た

り
せ
ず
、
や
さ
し
く
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
　
今
（

す
か
ら
。

　
ま
た
、
水
道
の
使
用
量
が
急
に
増
え

た
ら
、
ど
こ
か
で
水
が
漏
れ
て
い
巻
証

拠
で
す
。
家
庭
内
、
宅
地
内
の
水
漏
れ

の
場
合
に
は
、
止
水
栓
を
止
め
て
く
だ

さ
い
。

　
さ
ら
に
、
道
路
に
水
が
漏
れ
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
か
け
た
場
合
は
、
至
急
水

道
課
又
は
指
定
工
事
店
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　　9（〉

　　　　　　　　o
o　　　　　　　。　　　　　　　b　。

6－2　‘‘

（‘　、）
　　　　　　ノ『

ノ）’／

’　　謝

年
金
は
税
金
の

　
控
除
対
象
に

　
　
　
　
成
沢
（
A
ブ
・
ッ
ク
）

優
勝
下
押
切
（
B
ブ
・
ッ
ク
）

　
年
々
技
術
も
向
上
し
、
ど
の
チ
ー
ム

も
日
ご
ろ
の
家
事
や
育
児
の
合
間
を
ぬ

っ
て
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、

会
場
は
一
日
中
選
手
や
応
援
団
の
歓
声

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
な
お
、
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

上
新
田

御
正
新
田

樋
春
北

上
押
切

下
押
切

樋
春
南

イ
江

千
　
　
代

板
　
　
井

須
賀
広

成
　
　
沢

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
方

は
、
自
分
の
分
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の

分
も
含
め
て
保
険
料
の
全
額
が
税
金
の

控
除
対
象
と
な
り
ま
す
か
ら
、
忘
れ
ず

に
控
除
の
手
続
き
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
一
年
間
の
保
険
料
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
加
入
者
一
人
に
つ
き

　
一
月
～
三
月
ま
で

　
月
額
　
五
千
八
百
三
十
円

　
四
月
～
十
二
月
ま
で

　
月
額
　
六
千
二
百
二
十
円

　
一
年
問
で
　
七
万
三
千
四
百
七
十
円

　
付
加
保
険
料
額
は
、
今
ま
で
ど
沿
り

　
月
額
四
百
円

　
一
年
間
で
　
四
千
八
百
円

教
育
　
相
談

　
ご
家
庭
で
、
教
育
上
お
困
り
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
教
育
委

員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ご
相
談
の
と
き
は
、
事
前
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
費
三
六
－
五
四
六
八

〆、

○

睡
歳
時
記
麗獅

子
舞

　
が
ら
り
と
玄
閑
の
戸
が
あ
い
て
「
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
威
勢
の
い

　
　
　
　
　
　
し
　
し
　
ま

い
声
と
と
も
に
獅
子
舞
い
が
現
れ
る
と
、

子
供
た
ち
は
あ
わ
て
て
奥
に
ひ
っ
こ
み

ま
す
。

　
お
正
月
に
こ
ん
な
風
景
が
見
ら
れ
た

の
も
昔
の
話
。
赤
い
顔
に
金
歯
を
ギ
ラ

ギ
ラ
さ
せ
た
獅
子
頭
、
そ
し
て
体
に
は

緑
に
白
の
唐
草
模
様
の
布
を
か
ぶ
っ
た

獅
子
舞
い
が
、
万
歳
な
ど
と
と
も
に
、

家
々
を
門
付
け
し
て
回
っ
た
も
の
で
す
。

　
獅
子
は
、
厄
ば
ら
い
、
家
内
安
全
を

祈
っ
て
踊
り
ま
す
。
特
に
子
供
は
、
獅

　
　
　
　
か

子
の
口
で
噛
ん
で
も
ら
う
と
健
康
に
育

い

つ
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
、
獅
子
は
子

供
を
見
る
と
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
ま
す
。

そ
れ
が
怖
く
て
、
子
供
た
ち
は
逃
げ
ま

ど
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
獅
子
は
火
災
を
防
ぐ
、

　
　
　
　
ひ
ぶ

い
わ
ゆ
る
火
伏
せ
の
御
利
益
も
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
正
月
は
伝
統
的
な
行
事

を
振
り
返
る
い
い
機
会
で
す
。
ま
た
、

文
化
財
に
つ
い
て
も
関
心
を
持
ち
た
い

も
の
。
一
月
二
十
六
日
は
文
化
財
防
火

デ
ー
で
す
。

　
昭
和
二
十
四
年
の
こ
の
日
、
世
界
最

古
の
木
造
建
築
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
の

　
　
　
　
壁
画
が
焼
失
し
ま
し
た
。
そ

　
　
　
　
れ
を
キ
ッ
カ
ケ
に
昭
和
三
十

　
　
　
　
年
に
文
化
財
保
護
法
が
で
き
、

　
　
　
　
二
度
と
文
化
財
を
“
火
”
で

　
　
　
　
失
わ
な
い
よ
う
、
一
月
二
十

　
　
　
　
六
日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と

　
　
　
　
し
た
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち

　
　
　
　
も
、
身
近
な
文
化
財
を
大
切

　
　
　
　
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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消費者

質間箱

　
〔
ケ
ー
ス
①
〕
　
勤
務
先
に
電
話
で

「
講
習
を
受
け
る
と
、
無
試
験
で
“
企

業
O
O
士
”
の
資
格
が
取
得
で
き
る
。

こ
の
資
格
は
、
近
々
国
家
資
格
に
な
る

の
で
有
利
だ
。
人
数
に
制
限
が
あ
る
の

だ
が
、
多
く
の
人
の
中
か
ら
あ
な
た
が

選
ば
れ
た
。
申
し
込
み
は
締
め
切
っ
た

が
、
今
な
ら
間
に
合
う
」
と
説
明
を
受

け
十
四
万
円
を
支
払
っ
た
が
、
説
明
に

疑
問
を
感
じ
る
の
で
解
約
し
た
い
。

　
〔
ケ
ー
ス
②
〕
　
電
話
で
”
行
政
O

O
講
座
仏
の
勧
誘
を
受
け
た
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見
て
か
ら
決
め
た
い
と
思
い
、

送
付
依
頼
の
た
め
名
前
と
住
所
を
言
っ

た
だ
け
な
の
に
申
し
込
ん
だ
こ
と
に
さ

れ
、
受
講
料
十
五
万
円
を
請
求
さ
れ
て

い
る
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
こ
れ
ら
の
相
談
例
は
、
い
わ
ゆ
る
”
士

（
さ
む
ら
い
）
商
法
”
と
い
わ
れ
る
も

の
で
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
、
資

格
の
取
得
や
講
座
の
受
講
を
勧
め
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

「
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
最
適
」

「
登
録
料
を
支
払
え
ば
、
あ
な
た
を
O

O
士
に
推
せ
ん
す
る
」

「
○
○
士
は
近
く
国
家
資
格
に
な
る
」

「
こ
の
講
座
を
受
講
す
れ
ば
、
職
場
で

有
利
に
な
る
」

　
疑
わ
し
い
資
格
も
多
い

　
一
般
に
、
○
○
士
な
ど
の
資
格
に
は

弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
建

築
士
な
ど
の
公
的
な
資
格
と
、
民
間
の

■士（さむらい）商法■

格を売る

　
自
分
に
必
要
な
資
格
か
よ
く
考
え
る

　
“
士
商
法
”
の
手
口
に
は
、
解
約
を

申
し
出
て
も
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
登

録
ず
み
で
取
り
消
せ
な
い
」
　
「
約
束
を

守
ら
な
い
な
ら
、
勤
務
先
の
上
司
に
言

う
」
な
ど
と
脅
迫
ま
が
い
の
こ
と
を
言

う
悪
質
業
者
も
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
説
明
、
勧
誘
を
受
け
た

と
き
は
、
避
け
た
ほ
う
が
無
難
で
す
。

　
▽
あ
た
か
も
公
的
な
資
格
で
あ
る
か

の
よ
う
な
名
称
を
用
い
る
▽
近
く
国
家

資
格
に
な
る
▽
特
別
に
選
ば
れ
た
こ
と

を
強
調
す
る
▽
楽
に
資
格
が
と
れ
る
▽

し
つ
こ
く
勧
誘
す
る
▽
支
払
い
を
急
が

せ
る
　
そ
の
資
格
が
自
分
に
必
要
か
ど
う
か

各
種
の
団
体
が
自
主
的

な
判
断
で
自
由
に
付
与

し
て
い
る
資
格
に
大
別

で
き
ま
す
。

　
民
問
の
資
格
の
中
に

も
、
内
容
の
充
実
し
た

「
江
南
町
」
の
花
や
鳥
を
募
集

資
講
習
と
厳
密
な
試
験
を

偽りの

　
し
か
し
、
半
面
、

勧
誘
時
の
説
明
が
虚
偽
的
で
あ
っ
た
り
、

資
格
が
社
会
的
に
通
用
す
る
か
ど
う
か

疑
わ
し
い
も
の
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
〔
ヶ
ー
ス
①
〕
の
場
合
は
、
国
家
資

格
と
な
る
動
き
が
全
く
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
“
虚
偽
の
説
明

に
よ
る
契
約
”
で
あ
る
こ
と
を
内
容
証

明
郵
便
で
通
知
し
、
解
決
む
ま
し
た
。

　
ま
た
〔
ケ
ー
ス
②
〕
に
つ
い
て
も
、

受
講
の
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
こ
と

を
内
容
証
明
郵
便
で
知
ら
せ
、
二
件
落

着
し
ま
し
た
。

　
　
　
し
○

行
い
、
社
会
的
に
も
広

く
認
め
ら
れ
て
い
る
価
，

値
の
あ
る
資
格
が
あ
り

ま
す
。

　
　
相
談
例
の
よ
う
に
、

　
江
南
村
は
、

が
施
行
さ
れ
コ
、
馨

こ
と
に
な
り
ま
欝

錘
慧
灘

南
町
に
ふ
さ
お
縷
獅

さ
ん
か
ら
、
．
涯

③
木
、
④
史
跡
、
灘

4
つ
を
募
集
し
嚢

各
家
庭
に
一
枚
．
繊

に
、
希
望
す
る
励

入
い
た
だ
き
、

じ
て
、
一
月
十
㎜

課
へ
提
出
し
て
鑑

，
）
泌

を
よ
く
考
え
、
不
安
や
疑
問
が
あ
れ
ば

近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
総
）
内
礪
護
瀦
）

（
十
月
中
届
出
）

上
新
田

　
新
井
　
友
佳
　
長
女
（
　
進
　
）

押
切

　
持
田
　
将
　
　
長
男
（
誠
　
治
）

　
宝
田
　
和
長
　
二
男
（
　
功
　
）

　
籠
島
　
正
明
　
長
男
（
定
　
吉
）

樋
春
　
南
智
康
二
男
（
武
志
）

御
正
新
田

　
斉
藤
　
侑
希
　
長
女
（
利
　
弘
）

小
江
川

　
野
口
　
和
彦
　
長
男
（
考
　
一
）

（
十
一
月
中
届
出
）

成
沢

　
牛
山
　
美
香
　
長
女
（
孝
　
夫
）

三
　
本

　
篠
田
　
香
織
　
長
女
（
　
茂
　
）

　
大
島
　
友
樹
　
長
男
（
浩
　
　
一
）

押
切
　
篠
原
徹
　
二
男
（
實
）

樋
春

　
福
島
　
麗
菜
　
長
女
（
利
　
美
）

　
須
藤
　
愛
　
　
長
女
（
哲
　
夫
）

御
正
新
田

　
関
口
　
涼
子
　
長
女
（
達
　
夫
）




